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精子 膜 成 分 の脂質の酸 化 が 促 進され ることが

告 さ れている ， 喫 煙 の 精子 機 能 へ の 影響

明らかにするため，タバコ 抽 出液 （CSE ） の 精

運動能お よ び 活 性酸素 産生

およぼ す影 響について検討し た． 〔方法 】 CSE は Yo

de 　et 　a1， の 方 法 に て作成し た，工nvitro にお

て 正常精液 （n ＝15．　WHO 基準を みた す

の） にCSEを直接添加し，精子 運動能 の 指標（SMI

の変化をSQA 　IIB によ り測定した ，ま た

GSE 刺激後の 精液中の活性 酸素の変化を， ル ミ

ー ル 添加に よる 化 学 登光 〔 OL ）としてフt トカ

ウンターで 測疋 した

なお，精液は患 省 の 許 可を 得て実験に 用 い た ．

【結果 】CSE による精子への直接作 用においてt
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CSE添加群では5 分後に一過性にSMI の土昇（最

蛯 ﾅ41 ％）を認 め，その後 60 分 以降では con

ol 群 と 比べ 60 ％ の低下を 認 め た， つぎ に

カベンジ ャーとし て の アスコルビン 酸，アロプリ

ールを それぞ れ同時添加したところ， CSEの精子運動率抑

制 作用 がそれぞ れ56 ％ ， 42 ％ 抑制 され た（ p

0 ．01 ） ． さらに CSE の 精 液に対する 酸

作用をみるた め に， 精 液に OSE を添加 したと ころ，

分後 に control 群

比べて7 倍の活 性 酸 素 がCLとして検 出された

p＜0 ， 01 ）． 【結論】CSE により SMI

有 意 に 低下し，ま た CSE に より精 液 中 の

性酸素 が 有意に 上昇したこ とによ り ， 喫 煙 に

り精子機 能の
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。　【方法】 当科不妊 外来を 受 診し た 28 例を精液所

からA群：乏精一 r一症 ・粘二r 無力症 14 例、 B 群 ：⊥［常14 例の

Qに分類し，それぞれ患 tf　lflL 清Tt コ SOD 活 暫二（NBT還元法に

測定）、睾丸体積 （erc 　 li（lonieter に
て計
測

、基礎ホルモン値（ LH ，　FSH ， PRL ，　 T ） を

定した。精液所レ 亠は WHO の基準に従一．； て評friliを行っ

。次 にA 群 患 者の 同惹を得た上で、 活性 酸 素

制 作用を 有する生薬（F ； K − 114 ， 9g 〆　1 ］）投 ．

効 果 に つ い て検討 し た． 精液検 査は投 与前およ び

投与開始4，8，12週目に行い、血清中SOD活性、ホル
モン値測定は投 与前および投
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・方 EK − 114 投与により血清中のSOD 活 性は開始 前

7 ． 6 ± 3 ，
1
％ ） と 工 2 週 後 （ 9 ． 3 二 3 ． 2 ％

の間で に有意な上昇を認めた（p＜ 0．〔｝5）。精 液

見は投与開 始後の総精f ’数 は肩意な 増加は 認
め
られ なかっ た が、精

皷̂動率は 投 与 前 （ 28 ，
6
±9．4 ％）と8週目（ 48 ． 1 ±1

C4 ％ ）の間でイ f 意に 上二 昇 し『〔 いたΦく0 ．

）。 ［匪 L 清ホルモン値はLH ，
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　 T 値 い ず れ も投与 前後 で 有意差は認 め ら れ

かった。　 【 結論】血清 巾 SOD 活性は抗酸

作 坪亅剤の 投 ’ ヲ．に より 止 昇 を認

めた。
こ
れよ り 抗 酸 化 作 用 剤が 精子運動 率 を 含 め た 精 子 機能 の


